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とが求められている。その努力と練磨のなかから斬新な発想が生まれ、やがて
は日本研究のパラダイムの転換へとつながっていくに違いない。 
いまの人文学において世界中で通用している学問の方法は、ほとんどが欧
米から生まれている。 
中東やアジア出身の研究者がだいぶ活躍するようになったが、発信の中心
地が欧米であることに変わりはない。わたしたちはそこで作られるルールに則っ
てプレイしている、まだそういう状況にある。この研究会から、国際的なレベル
で学問のルール作りそのものに携わることのできるような、スケールの大きな研
究者が輩出することを期待している。 
 かつて世界が近代といわれる時代に突入したとき、人々は人間の理性の限
りない進化の先に、この世にユートピアが実現することを夢みた。しかし、いま
近代の成熟の果てにわたしたちが目にしているものは、深刻な環境汚染であり、
人類を幾度も滅亡に至らしめるに足る大量の核兵器であり、３・１１の震災で廃
墟となった原子力発電所の残骸である。科学技術の進歩に向けられた疑念は、
わたしたちが抱いていた人間観にも大きく影を落とした。文明化に伴う理性の
進化に対する期待と信頼が、過激で独善的な差別主義とナショナリズムの勃興
という現実の前に挫折を強いられていくのである。 
環境問題にせよ原発問題にせよ、またナショナリズムの問題にせよ、今日わ
たしたちが直面している社会的課題の困難さは、それが文明の未発達から生
じるのではなく、文明の成熟にともなって浮上した点にある。近代化の進展によ
ってすべての問題が解決するというストーリーが描けないところに、この問題の
深刻さがある。 
これらの問題が文明化の深まりの中で肥大化したものであるとすれば、その
病状診断を行って対応策を考えようとする場合、近代という枠組みのなかでそ
れを行うには限界がある。むしろ近代を超える長い射程のなかで、こうした問
題を生み出す近代という時代の異形性を浮かび上がらせるという方法が求め
られている。いま必要なのは近代そのものを相対化しうるような視座の確立で
ある。百年単位、千年単位で人類の智慧を蓄積してきた人文科学が、この問題
に対して発言する資格を有するとすれば、その根拠はまさにその点にある。 
直接論文上で言及することはないにしても、わたしたちの置かれた現状に対
する深い洞察は、必ずやその研究に容易に底をうかがわせない奥深さをもた
らすにちがいない。多様な問題意識に裏打ちされた力作を、本誌において目に
することを楽しみにしている。
